
 

1 外国人（特に非正規滞在外国人）の人権侵害 

2 本報告の目的 

 

1 入管法制の問題点 

(1) 「全件収容主義」 

(2) 無期限収容 

(3) 司法審査の欠如 



(4) 難民認定率の異常な低さ 

2 2023 年入管法改定の概要4 

(1) 入管法制の課題 

 

 

 

(2) 改正案の基本的な考え方 
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3 2023 年入管法改定の問題点 

(1) 保護すべき者を確実に保護？：「補完的保護」は保護の拡大となるか？ 
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(2) “在留が認められない”外国人を速やかに退去：送還停止効の例外 

 

 

(3) 不必要な収容はせず、収容する場合には適正な処遇を実施？ 
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1 入管法制の歴史 

2 「スキャッパニーズ・モデル」16としての入管法制17 

(1) 冷戦を前提とした法制度 

(2) 戦後「日本」モデルの残滓 



3 司法による承認～マクリーン判決22 

(1) 判旨 

(2) 問題点 
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1 立法的課題 

(1) 「出入国管理」と「難民認定」の分離 

(2) 司法審査の実現 

(3) 行政手続法（1993 年）における適用除外条項の削除 

(4) 入管法における具体的な基準の策定 

 



 

2 解釈による統制 

(1) 適正手続の保障 

(2) 聴聞・弁明の機会の保障 

(3) 審査基準の策定及び公開義務 



3 行政裁量に対する統制34 

(1) 基本的な考え方 

(2) 判断過程審査 

(3) 具体例 



 

1 外国人政策の「建前」と「本音」 

2 「偽装難民」の背景 

3 今後の課題 

(1) 時代遅れの入管法の抜本的改革 

(2) 司法審査による裁量統制 

(3) 包括的な移民政策の実施 


